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商品先物取引は、期限・レバレッジのある取引です。取引証拠金の額に比べ約15倍から約40倍という著しく
大きな金額の取引を行うため、日々の値動きにより、短期間の間に大きな利益・大きな損失を被る可能性があ
ります。
詳細につきましては、みんなのコモディティ研究所右上に掲載されている『取引の重要事項』をご確認くださ
い

Ｒ1、Ｒ2ラインブレイクを終値ベースで確認。ＡとＲ2の高さをＲ1のブレイクポイントから
当てはめると今回は新高値を狙える位置のＴラインがポイント。
オシレーターは、上向きの強気シグナルに変更なし。
チャート形成は、綺麗なシナリオを作りそうだ。直近のサポートブレイク確認なら方針撤退。

ＲとＳのトライアングルに戻り2日経過確認、これでしばらく上下交錯の展開を予測。
金が上昇トレンドに変化する条件は、Ｒラインを終値ベースで2日以上経過して判断すると有効（前回ダマシの為）
白金に比べて、トレンドは弱気であり上値も重く感じられるチャート形成。
乱高下が予測される値動きなら、白金買い方針で金のヘッジ売りが有効（比率2：1～3：1が有効）

許可ＤＲ0508③【許可取得日2010年3月10日】


